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開催中

平成25年７月６日（土）～10月20日（日）
展示報告

平成25年４月27日（土）～６月16日（日）

　頂上に大物忌神社が鎮座する鳥海山は、古くから人びと

の崇敬を集めた山で、山岳信仰の歴史を物語る貴重な存在

です。平成20年から21年にかけて、その神社境内等の地

が国の史跡に指定されました。

　本展では鳥海山信仰にまつわる仏像、法具、文書、絵図、

鳥海山を描いた絵画などを展示しました。広大な山麓に点

在する関連資料を一堂に会してみると、鳥海山がいかに多

くの人びとの多様な信仰をつむいできたか、その信仰の裾

野の広さ、奥深さを改めて実感しました。

  山岳信仰やそれを支える修験道は、明治政府の神仏分離

政策や社会の変化で大きな打撃を受け、往事の信仰の姿を

想像するのは難しくなりつつあります。その間にどれほど

多くの仏像が散佚したか分かりません。にもかかわらず、

現在でも山麓一帯に多くの宗教遺物が守り伝えられている

ことは、まことに貴重と言わねばなりません。

　会期中には、由利本荘市、にかほ市、山形県遊佐町など

から、団体で観覧にお出で頂きました。企画に携わった者

としても、地元の方に喜んで頂けることが何よりの幸せで

す。地域の博物館として、地域の宝を、地域の方々に見て

頂けるよう、今後も務めていきたいと思います。

（歴史部門：新堀　道生）

あきた大鉄道展特別展

前期開催では
２万人の方に

ご覧いただきました

　鉄道資料を秋田の近現代史を証言する歴史資料としてとらえ直し、鉄道史の視点から秋田県の発展

の歴史を示した展示です。展示にあたり、ＪＲ東日本秋田支社ほか秋田県内の公共交通機関各社、鉄

道友の会秋田支部、そして多くの鉄道ファンの方から御協力いただきました。

　展示資料は、明治時代のものから、今年３月デビューのＥ６系「スーパーこまち号」関連資料に至

る約600点を集めました。

「あきた大鉄道展」とは？

「あきた大鉄道展」の魅力を紹介します

「あきた大鉄道展」後期展示は？

小特集「ふるさとの駅舎」

▲大館駅前（昭和32年） ▲秋田駅前（昭和32年）

▲サーカスの象が歩く秋操駅 ▲ツッパリが歩く矢島線の駅

大日如来坐像（個人蔵）
臨場感あふれる運転士
目線の映像が流れる

切符に鋏を入れます

「あきた大鉄道展」観覧者へ
　　　うれしいプレゼントのお知らせ
i
Ｅ６系「スーパーこまち号」から試験車両「ファス
ティック」まで充実のラインナップ。さらに、裏面
は懐かしいＳＬの写真が…

９種類の鉄道カード

i
「スーパーこまち」号鉛筆と定規セットのちょこっ
とプレゼントがもらえます。

ＪＲを利用して御来館くださった方に

i

博物館の他に上記施設から２つ、合計３つスタンプ
を集めた方には素敵なプレゼントが…

北秋田市阿仁異人館・伝承館、秋田内陸縦貫鉄道内陸
線資料館、県立図書館、仁別森林博物館、大仙市くら
しの歴史館、美郷町学友館、横手市雄物川郷土資料館

チャレンジしようスタンプラリー

　秋田県内の駅の懐かしい写真を展示。人と鉄
道が織りなす様々なドラマをお楽しみください。

（歴史部門：畑中　康博）

たくさんの方向幕、
サボ、ヘッドマーク

大人気の由利高原鉄道
のディーゼルカー

霊峰鳥海に祈る人びと
企画展

十二神将のうち午神像（森子大物忌神社蔵）
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開催中

平成25年９月14日（土）～11月10日（日）
学
芸
ノ
ー
ト

学
芸
ノ
ー
ト

飛行詩人・佐藤章〜秋田初の民間飛行士〜

資料閲覧用アプリ「秋田県博ＨＤ」公開中企画コーナー展（秋田の先覚記念室）

展示報告

平成25年７月６日（土）～８月25日（日）

企画コーナー展（菅江真澄資料センター）　

　秋田県立博物館で平成24年度に実施したデジタルアーカイビング＆アプリケーション開発促進事業

の成果として、当館の所蔵資料の高精細な画像を閲覧できるアプリを公開しました。

　「民俗」「考古」「歴史」「工芸」「生物」「地質」「先覚」「菅江真澄」の８つのカテゴリーに

分けられた高精細な画像は、スマートフォンとタブレット端末用の専用アプリで閲覧できます。画像

のほか、資料に関する情報と解説文も表示させることができます。

　専用アプリでは画像をタッチ操作で自由にスクロール、拡大・縮小して、作品の魅力をすみずみま

で楽しむことができます。一部の絵巻では、巻頭から巻末まで連続した画像を掲載しており、スク

ロールしながら絵巻本来の楽しみ方を体験できるようになっています。また立体の一部の資料は、複

数のカットを掲載しており、様々な角度から様子を見ることができるようになっています。

　現在の掲載資料は100点ほどですが、順次追加する予定です。　　  （展示・資料班：鈴木　秀一）

真澄片手に男鹿半島へ

愛機アキラ号と
 「佐藤章氏高級飛行  記念絵葉書」より

展示風景

　人類が初めて動力飛行に成功したのは110年前、明治36年

（1903）12月17日のことでした。アメリカのライト兄弟によっ

て、ついに人類の夢が実現したのです。７年後の明治43年

（1910）には日本人による初飛行が行われています。この間、飛

行機に関する技術が急速に発達したとはいえ、現在に比べると大変

未熟なものであり、飛行士という職業はまさに命がけでした。

　美郷町出身の佐藤章（さとうあきら　1894～1921）は、そんな

黎明期の日本航空界において、秋田県出身者で初めて民間飛行士と

して活躍した人物です。しかし、優れた業績を残しながらも、大正

10年（1921）11月３日、若くして悲劇の墜落死をむかえます。そ

の短くも起伏に富んだ生涯を、当時の遺品資料を交えて紹介してい

ます。

　展示では、佐藤章の遺品資料を通してその人となりや業績に触れ

るだけでなく、当時の人々が飛行機や飛行士に寄せた熱い思いを感

じていただければと考えております。

（秋田の先覚記念室：今川　拡）

パ イ ロ ッ ト

　男鹿半島は、真澄の足跡がぎっしり詰まった地域です。真澄の記録を観光に生かす取り組みはこれまで

も何度か試みられてきましたが、近年はジオパーク構想の中で、真澄の足跡が取りあげられることがあり

ます。真澄の「男鹿五風」（男鹿に関する五冊の著作）をひもときながら男鹿半島をめぐっていただきた

いと考え、「真澄片手に男鹿半島へ」と、当センターとしては平成８年の開設以来初めて柔らかなタイト

ルを付けてみました。

　展示では、真澄を参考にした男鹿行の嚆矢となっ

た狩野徳蔵の『雄鹿名勝誌』、男鹿五風を広く紹介

することになった柳田国男の「をがさべり」から紹

介をはじめました。真澄の記述では、「八房の梅」

の後継樹を育てている方から、実際の梅のなり方の

写真を提供していただきました。

 男鹿半島についてはこれまで何度も展示で紹介し

ていますが、角度を変えてみることで、新たな解釈

の広がりを実感することができました。解説資料、

男鹿半島「菅江真澄の道」標柱の地図、真澄クイズ

20問（いずれも館内印刷）を、解釈の一助として

いただくために発行しました。

（菅江真澄資料センター：松山　修）

こうし

・iOS版

　App STOREで「秋田県博ＨＤ」で検索し、

　インストールしてください。

・Android版

　Google Playで「秋田県博ＨＤ」で検索し、

　インストールしてください。

App STORE Google Play

アプリの利用方法

アプリの操作方法

カテゴリー選択画面
　見たいカテゴリーを選びます。

一覧表示画面
　見たい資料を選択します。

詳細表示画像
　詳細な画像と解説文などを見ることが
　できます。画像は国の登録記念物に指
　定されたクニマス標本です。

※アプリのダウンロード・利用には費用は発生しません。
　但し、アプリのダウンロード・利用時にパケット通信料が発生する場合は、利用者のご負担となります。
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ワラ細工の技術調査から
　雪国そして米どころである秋田では、人びとは

古くからワラを生活の中で上手に活用し、様々な

ワラ細工を生み出してきました。しかし、近頃で

はワラ細工を作っている人を見かけることはきわ

めて少なくなってしまい、このまま技術が消滅し

てしまうのではと懸念されるところです。そこで、

当館の工芸部門では、県内のワラ細工技術につい

て現在調査を進めています。ワラ細工と一言で

いってもワラジ、ミノ、ゴザなど種類は様々でそ

の数はあまりにも膨大です。したがってこの調査

では、まずは履物類を中心に、実際に製作された

資料からその技術を探ることから始めています。

　これまでの調査では、県南地区、男鹿南秋地区

の資料館を中心に約450点の履物について撮影や

技術の確認等を行いましたが、その中から１点ご

紹介します。男鹿市の若美ふるさと資料館に展示

されているもので、資料名には「アグドボッチ付

藁ぐつ」とあります。一般にワラグツと呼ばれる

ことの多い履物にアグドボッチと称する踵部分が

編み込まれたもので、藁自体が比較的新しいこと

から恐らくは展示用に製作されたものではないか

と思われます。これまでの調査からワラ細工の履

物は、編み方や形状でいくつかの型に分類できる

と考えていましたが、これはその

いずれにも当てはまらない独特の

スタイルです。資料の中には製作

者が基本的な技術をベースにオリ

ジナルの工夫を施したと思われる

ものも少なくありませんが、これ

にはそれとは違った「何かもっと

意味があってのつくり」のような

ものを感じます。

　追調査の手がかりとなったのは

『井川町史』でした。昭和30年代

までのワラ細工の一種として「シ

カケワラグツ」という履物があっ

たとされ、「カタグツ（潟沓）と

も呼び、踵を包むように編んだわ

ら製のアグドボッチをワラグツに 「アグドボッチ付藁ぐつ」男鹿市若美ふるさと資料館所蔵

材料となる貝（男鹿市脇本海岸で採集）

貝のマグネット（完成品）

貝の標本（完成品）

貝の和名が記された標本サンプル ホットボンドが準備された作業台

取りつけたもので、主に漁師が氷下漁業の際に氷

上で用いる…」と記されています。これだと直感

したものの、これまでワラグツと表示された資料

にいくつか別種の形状を見てきたこともあり、文

章表記だけでは断定することができません。どう

しても画像で、形として確かめたくなります。ま

ずは氷下漁業の写真や動画をいくつか見つけまし

たが、いずれもすでにゴム長靴で作業をしていま

す。それならばと勝平得之の『氷下漁業』、福田

豊四郎の『八郎湖凍漁』、菅江真澄の『氷魚の村

君』というように氷下漁業が描かれた作品も見て

みましたが、残念ながらこの履物を確認すること

はできませんでした。

　今後も調査は継続しますが、たとえこのまま画

像に出会うことができないとしてもこの履物を知

る人からの聞き取り調査など何らかの方法により

シカケワラグツと断定することができるならば、

若美に残されているこの資料と技術は、「人から

人への伝承により、使用していた当時の姿を目に

することができる貴重なもの」となるのではと期

待しています。

（工芸部門：藤原　尚彦）
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　わくわくたんけん室では、毎年夏の季節限定アイテムと
して、貝の標本づくりと貝のマグネット飾りづくりを実施
しています。今年は７月20日から始めて８月５日まで行
いました。17日間で標本づくりは160名ほど、マグネット
飾りづくりは230名ほどの利用がありました。
　６月中旬から準備に入り、男鹿市の脇本海岸での貝拾い、
洗浄と乾燥処置を行い、輸送用コンテナなどに入れて提供
しています。貝拾いや洗浄は、職員だけでなく、博物館ボ
ランティア「アイリスの会」やインターンシップに訪れた
中高生の協力も得ています。
　標本は、ベニヤ板に画用紙を貼ったものにホットボンド
で貝を固定します。標本として選ばれる貝は６個としてい
ます。
　マグネットは、木の枝を輪切りにしたものにホットボン
ドで貝を固定します。マグネットに用いる枝は直径が大き
くても３㎝程度のもので、剪定などで切り落とした枝を用
いています。そのため、あまり大きな貝はのりません。そ
こで小さめの貝は別のトレーに準備し、そこから選んでも
らうようにしています。
　どちらも、参加者自身がおよそ百種類の標本サンプルと
見比べて貝を同定し、標本名を記入します。見かけたこと
がある貝もあれば、全く今まで見たこともない貝もあり、
初めての人は誰でも種類の豊富さに驚きます。
　時には標本サンプルにないとても珍しい貝もあり、その
ような場合には自然部門担当の学芸職員が図鑑類と見比べ
て同定することにしています。

（学習振興班：戸島　毅）

表紙写真説明
特別展「あきた大鉄道展」には、幼児から大人までの幅広い年齢層の来館をいただいています。その上、リピーターが
多いのも特徴の一つです。展示にはさまざまな趣向がありますが、中でも前期展示室の一角を占めていた鉄道模型は、
毎日動かしていましたので、来館者の目を楽しませてくれました。わたくし編集子は初めて知りましたが、この大きさ
の模型を「Nゲージ」と呼ぶそうで、線路に流す弱い電流を動力にし、何％以上のこう配だと電車が上れなくなるな
ど、それはそれは難しいようです。そんなところが楽しく、やみつきになるんでしょうね。中の写真は、ミニ鉄道体験
乗車（８月17日・18日の両日実施）に使われたJR貨物の金太郎号（本物は奥羽本線を走行するそうです）、下の写真
は、全期間中わくわくたんけん室で幼児向けに貸し出している「プラレール」のトーマス号です。

6 7



学
芸
ノ
ー
ト

学
芸
ノ
ー
ト

ワラ細工の技術調査から
　雪国そして米どころである秋田では、人びとは

古くからワラを生活の中で上手に活用し、様々な

ワラ細工を生み出してきました。しかし、近頃で

はワラ細工を作っている人を見かけることはきわ

めて少なくなってしまい、このまま技術が消滅し

てしまうのではと懸念されるところです。そこで、

当館の工芸部門では、県内のワラ細工技術につい

て現在調査を進めています。ワラ細工と一言で

いってもワラジ、ミノ、ゴザなど種類は様々でそ

の数はあまりにも膨大です。したがってこの調査

では、まずは履物類を中心に、実際に製作された

資料からその技術を探ることから始めています。

　これまでの調査では、県南地区、男鹿南秋地区

の資料館を中心に約450点の履物について撮影や

技術の確認等を行いましたが、その中から１点ご

紹介します。男鹿市の若美ふるさと資料館に展示

されているもので、資料名には「アグドボッチ付

藁ぐつ」とあります。一般にワラグツと呼ばれる

ことの多い履物にアグドボッチと称する踵部分が

編み込まれたもので、藁自体が比較的新しいこと

から恐らくは展示用に製作されたものではないか

と思われます。これまでの調査からワラ細工の履

物は、編み方や形状でいくつかの型に分類できる

と考えていましたが、これはその

いずれにも当てはまらない独特の

スタイルです。資料の中には製作

者が基本的な技術をベースにオリ

ジナルの工夫を施したと思われる

ものも少なくありませんが、これ

にはそれとは違った「何かもっと

意味があってのつくり」のような

ものを感じます。

　追調査の手がかりとなったのは

『井川町史』でした。昭和30年代

までのワラ細工の一種として「シ

カケワラグツ」という履物があっ

たとされ、「カタグツ（潟沓）と

も呼び、踵を包むように編んだわ

ら製のアグドボッチをワラグツに 「アグドボッチ付藁ぐつ」男鹿市若美ふるさと資料館所蔵

材料となる貝（男鹿市脇本海岸で採集）

貝のマグネット（完成品）

貝の標本（完成品）

貝の和名が記された標本サンプル ホットボンドが準備された作業台

取りつけたもので、主に漁師が氷下漁業の際に氷

上で用いる…」と記されています。これだと直感

したものの、これまでワラグツと表示された資料

にいくつか別種の形状を見てきたこともあり、文

章表記だけでは断定することができません。どう

しても画像で、形として確かめたくなります。ま

ずは氷下漁業の写真や動画をいくつか見つけまし

たが、いずれもすでにゴム長靴で作業をしていま

す。それならばと勝平得之の『氷下漁業』、福田

豊四郎の『八郎湖凍漁』、菅江真澄の『氷魚の村

君』というように氷下漁業が描かれた作品も見て

みましたが、残念ながらこの履物を確認すること

はできませんでした。

　今後も調査は継続しますが、たとえこのまま画

像に出会うことができないとしてもこの履物を知

る人からの聞き取り調査など何らかの方法により

シカケワラグツと断定することができるならば、

若美に残されているこの資料と技術は、「人から

人への伝承により、使用していた当時の姿を目に

することができる貴重なもの」となるのではと期

待しています。

（工芸部門：藤原　尚彦）

わら

かかと

とう ひ お むら

ぎみ

りょう

こおりした

貝の標本・
マグネット飾りづくり

23

　わくわくたんけん室では、毎年夏の季節限定アイテムと
して、貝の標本づくりと貝のマグネット飾りづくりを実施
しています。今年は７月20日から始めて８月５日まで行
いました。17日間で標本づくりは160名ほど、マグネット
飾りづくりは230名ほどの利用がありました。
　６月中旬から準備に入り、男鹿市の脇本海岸での貝拾い、
洗浄と乾燥処置を行い、輸送用コンテナなどに入れて提供
しています。貝拾いや洗浄は、職員だけでなく、博物館ボ
ランティア「アイリスの会」やインターンシップに訪れた
中高生の協力も得ています。
　標本は、ベニヤ板に画用紙を貼ったものにホットボンド
で貝を固定します。標本として選ばれる貝は６個としてい
ます。
　マグネットは、木の枝を輪切りにしたものにホットボン
ドで貝を固定します。マグネットに用いる枝は直径が大き
くても３㎝程度のもので、剪定などで切り落とした枝を用
いています。そのため、あまり大きな貝はのりません。そ
こで小さめの貝は別のトレーに準備し、そこから選んでも
らうようにしています。
　どちらも、参加者自身がおよそ百種類の標本サンプルと
見比べて貝を同定し、標本名を記入します。見かけたこと
がある貝もあれば、全く今まで見たこともない貝もあり、
初めての人は誰でも種類の豊富さに驚きます。
　時には標本サンプルにないとても珍しい貝もあり、その
ような場合には自然部門担当の学芸職員が図鑑類と見比べ
て同定することにしています。

（学習振興班：戸島　毅）

表紙写真説明
特別展「あきた大鉄道展」には、幼児から大人までの幅広い年齢層の来館をいただいています。その上、リピーターが
多いのも特徴の一つです。展示にはさまざまな趣向がありますが、中でも前期展示室の一角を占めていた鉄道模型は、
毎日動かしていましたので、来館者の目を楽しませてくれました。わたくし編集子は初めて知りましたが、この大きさ
の模型を「Nゲージ」と呼ぶそうで、線路に流す弱い電流を動力にし、何％以上のこう配だと電車が上れなくなるな
ど、それはそれは難しいようです。そんなところが楽しく、やみつきになるんでしょうね。中の写真は、ミニ鉄道体験
乗車（８月17日・18日の両日実施）に使われたJR貨物の金太郎号（本物は奥羽本線を走行するそうです）、下の写真
は、全期間中わくわくたんけん室で幼児向けに貸し出している「プラレール」のトーマス号です。

6 7



秋田県立博物館ニュース　No.157　2013.9.30 発行
編集・発行　秋田県立博物館

〒010-0124　秋田県秋田市金足鳰崎字後山52
TEL：018-873-4121／FAX：018-873-4123
E-mail：akitamus@nifty.com
http://homepage3.nifty.com/akitamus/

　秋田県立博物館公式ホームページでは、「歳時記」として、博物館や小泉潟公園の出来事やようすを随時
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博物館歳時記

企画展「霊峰鳥海に祈る人びと」
（４月２９日）

自然可変展示「ほ乳類の仲間」
でのミュージアムトーク（４月７日）

５月１１日、歴史学・考古学入門講座 
（３回連続講座のうちの第１回）

５月１７日、新野直吉名誉館長館話 
（前期全６回のうちの第１回）

７月２７日、魚の体内を調べよう ７月7日、秋田大学・博物館見学実習 
（拓本実技）

特別展
「あきた大鉄道展」（前期）の
Nゲージ模型レイアウト（７月７日）

ふるさとまつり広場
「七夕絵どうろう」
　　　　 （６月９日）

人文可変展示・歴史
「記録に残る秋田の地震」
　　　　　　（５月２１日）

人文可変展示・考古
「さまざまなDOGU」
　　　　　（８月２日）

ウメの木でひと休みのオオルリ
　　　　　　　　　 （５月９日）

菖蒲園・藤棚（６月１日） セミの抜け殻（８月１０日）

８月７日、特別展「あきた大鉄道展」
観覧１万人目記念セレモニー

わくわくイベント「ミッションをクリア
してお宝をゲットせよ！」（６月１日）

５月２４日、消火訓練
（分館旧奈良家住宅での放水訓練）

展 示

カメラ
スケッチ
（小泉潟公園）

イベント
など

博物館教室・講習会


